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一
■
弓
打
力
薪
一
○
○
詞
出
席
里
振
蹴
へ
必
馴
る
べ
く
挙
町
一
致

一
帷
挫
峠
睡
恥
郵
吋
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の
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州
さ
＃
淀
Ｉ
と
α
＃
釜
ｋ
排
一

響

く
ま
で
も
町
比
の
た
沁
吻
も
一

の
で
あ
り
そ
の
堺
樂
内
容
も
一

万
般
に
↑
川
．
っ
て
い
る
が
、
そ
一

蕊
蜘
鍛
郵
畦
辨
や
鈍
嘩
咋
嶬
一

轆
人
会
、
青
咋
団
、
避
協
組
、
↑

休
協
、
商
巫
会
、
消
防
団
、
一

典
他
の
什
称
剛
体
の
他
弁
学

校
鰍
育
所
、
鴬
腱
淀
押
鯲
、
．
一

営
林
料
、
郵
便
州
、
特
裟
判
‐
再

挙
の
術
公
術
、
並
に
金
鋤
槻

関
、
津
鰹
、
丸
沁
共
他
の
靴
会
》

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

（
辱
輿
）
諏
咋
歴
秘
拠
・
諏
唯
秘
脈
吋
丑
癖
釧
麺

岬
鉾
押
榧
輝
鐸
呼
細
唖
電
仁
一
岫
鵠
《
確
丸
狂
奔
い
が
緬
挿

恥
恥
舛
岬
懸
幟
吋
榊
岬
袖
》
一
《
“
唾
》
《
》
》
》
岬
州
浬
ゞ
》
§
軸
悸
跨
岬
湖
》
》
』
認
州

極
的
な
協
力
と
、
あ
る
場
合
な
璽
灯
機
関
と
し
て
も
そ
の
て
い
る
。

昨
坤
岬
痙
姫
価
叫
鞄
峨
訓
唯
爾
果
”
程
が
期
待
き
れ
て
い
－
向
と
の
称
協
会
の
発
足
は
県

１
１
１

期
待
さ
れ
る

衡
長
に
禰
士

開

４
？
〃
？

の
誕

あ
り
、
各
町
村
の
注
目
を
浴
一

ぴ
て
い
る
が
、
そ
の
迩
営
機
一

樵
は
次
表
の
通
り
に
な
っ
て

い
る
０

る
も
め
て
あ
り
遡
ヲ
削
．
遡
一
花
田
チ
ル
ー
奉
唾
諦
江
。
准
唖
識
、
る
隼
評

順
乗
り
つ
上
あ
る
保
育
所
も
一

田
粘
ミ
チ
へ
’

一
呼
砕
｛
》
蝿
恥
》
蝿
櫓
岬
騎
欝
町
郷
士
た
ょ
も
し
ろ
く
て
。
」
と
涙
が
出

が
で
き
て
、
も
し
ろ
く
て
、

秋
殖
は
ま
る
・
よ
う
な
話
Ｏ

濯
岬
ト
レ
弄
一
ヤ
崔
耐
毒
、
「
鑑
替
嘩
、
い
麺
軒

は
滿
鶏
一
致
で
次
の
一
辿
り
選
蝉
町

托
き
れ
を
．
三
軒
町

会
長
疫
田
百
合
子
一
輪
恥
刎
・
、
秋
元
道
子
も
前
か
ら
、
こ
う
な
れ
ば
、

剛
会
促
（
会
艇
代
理
）
｜
｜
室
い
ね
と
世
論
を
出
Ｌ
て
を

蝿
唖
咽
佐
々
木
フ
ジ
ヱ
｜
’
た
Ｃ
矛
一
木
造
・
玉
所
川
原

輻
田
ひ
で

嚥
務
高
島
高
子
・
保
母
）
一
若
松
、
見
鈷
鈩
種
確
八
》
壽
一
郵
蛙
〆
濡
銀
岬
塞
碓
稚
鍬

側
会
艇
西
沢
と
み
子

る
も
の
で
あ
り
、
逐
次
軌
遁
一
‐
⑳
Ｉ

順
乗
り
つ
上
あ
る
保
育
所
も
一

一
呼
砕
｛
》
蝿
》
》
蝿
櫓
岬
騎
欝
町

は
滿
鶏
一
致
で
次
の
一
辿
り
選
蝉
町

托
き
れ
を
．
三
軒
町

会
長
疫
田
一
日
合
子
一
榊
軸
”

こ
ろ
は
保
育
所
と
家
庭
と
か

刀
詮
合
せ
て
児
童
保
育
腱
必

要
な
吸
境
を
整
え
、
地
域
祇

Ｌ
蝿
識
輌
緬
詐
咋
確
恥
糾
奉
一

の
保
識
者
た
ち
が
母
の
会
を

作
る
た
め
準
儲
中
で
あ
っ
た

が
、
六
月
二
十
日
午
後
二
時

か
ら
創
立
総
会
を
開
き
会
則
一

の
群
議
役
風
の
選
任
が
行
わ
－
ゞ

‐
恥
た
○

会
の
教
養
を
高
め
よ
う
と
す
一

下
で
も
は
じ
め
て
の
試
み
で

こ
の
紡
成
目
的
と
す
る
と
一

逐
次
軌
道
に
乘
る
保
育
所

生の 勇
氏

口
内
皿
。
知
り
凹
即
・
■
■
印
画
■
■
ｌ
の

》
、

で
き
ま
し
た

力
、⑨、皇、⑤④、(§

１
に
は
田
の
車
取
り
の
若
い

韮
恥
鐸
辨
崎
坪
零
暉
稚
祉
群
一

乗
も
一
枚
加
わ
り
観
衆
の
声

捉
を
浴
び
て
、
断
乎
、
ア
ニ
は
次
の
通
り

一
オ
ヅ
（
兄
弟
）
を
つ
け
る
ぺ
一

一
・
△
・
《
ｒ
ｌ
“
・
Ｉ
、
．
‐
‐
》
Ｉ
‐
グ
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１
１
寺
町
腸
－

９
１
１
１
－
１
小
川
町
Ｏ
Ｂ
Ｏ

勝
一

一
寺
町
－
１
昭
和
町
”

３
１
１
１
決
一
８
１
－
１
新
爾
町
狙
一

雌
２

擬
勝
１
１
腫
ｌ
｜
、
鋤
明
町
８

職

勝
手
町
ｌ

南
新
町
－

１
１
１
１
－
１
小
川
町
Ａ
５

決

か
ら
り
と
晴
れ
た
初
夏
の
く
物
す
ご
い
？
↑
は
り
切
り

空
は
殿
風
駐
伴
っ
て
、
絶
好
方
Ｏ

の
野
球
日
和
り
。
Ｏ
Ｂ
選
手
一
拭
合
（
五
回
戦
〕
に
二

を
交
え
た
各
町
内
の
メ
ン
・
二
時
間
半
の
熱
戦
を
緬
ず
る
な

、
ｆ
ｌ
●

〃
〃
町

本
町

会
計
会
誹

寅
行
委
口

栄
町

南
新
町

寺
町

短
か
く
な
っ
た
足

神
原
部
蒋
民
も
利
用

兼
ね
て
か
ら
西
北
横
断
の

バ
ス
開
通
を
叫
ん
で
い
た
町

｜
’
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０
国
訓
川
申
邑
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｑ
Ｈ
呵
帆
肺
小
弧
‐
Ｌ
Ｊ
乢
咽
１

１
‐
ｊ
－
ｕ
■
例
ｇ
ｑ
Ｉ
ｌ
Ｆ
４
ｐ
●
、
品
１
９
Ｌ
且
Ｉ
０
１
Ｔ
Ｂ
Ｆ
８
Ⅱ
６
１
叩
Ｔ
１
ｌ
ｒ
Ｌ
伽
。
■
旧
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
１
０
０
ｕ
Ⅱ
ｕ
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
■
旧
Ｊ
■
■
■
■
■
■
同
且
■
１
１
■
■
■
”
日
■
ご
ロ
○
日
ク
ロ
ロ
ロ
０
、
日
日
■
■
Ｕ

角
田
か
い
ん
「
年
寄
っ
て
長
歩
き
で
在

野
岡
て
る
く
な
っ
て
か
ら
五
年
に
な
る

小
田
桐
ひ
さ
瞳
て
、
妹
の
家
さ
だ
け
や
、

新
岡
富
美
死
ぬ
ま
で
来
ら
れ
な
い
と
あ

嘩
梱
ミ
霊
彗
一
奉
唾
玲
江
。
准
嘩
評
註
隼
》

が
で
き
て
、
も
し
ろ
く
て
、

錦
士
た
ょ
も
し
ろ
く
て
。
」
と
涙
が
出

秋
殖
は
ま
る
・
よ
う
な
話
Ｏ

松
山
ト
シ
子
一
三
十
五
、
六
才
位
《
の
ア

禰
沢
菊
地
高
橘
工
藤

一
戸
鹿
子

野
呂
て
る

ク(1

藤

体
協
主
催
町
内
野
球

第
二
位
は
寺
町

き
卿
一

て
い
が
利
用
者
も
日
塘
し
に
ふ
え

た
き
睡
癖
嶬
鶴
壁
評
陸
郵
鐸
小
韮

ヶ
野
一
室
圦
騨
唾
癖
認
鐸
捷
酔
錘
唖

｜｜
南山

’

町
ジ、

Ｋ
Ｋ
が
再
三
に
江
る
拭
迩
転
一

の
結
果
途
に
待
望
の
常
設
巡

転
が
六
月
十
五
日
か
ら
は
じ

め
ら
れ
た
Ｏ
と
の
計
画
は
花
一

田
町
長
が
就
任
当
時
か
ら
稻
一

緬
輌
轌
叩
塞
雰
瀝
矯
》
準
確
一
一

げ
に
は
金
木
商
工
会
な
ど
２

鍋
鞄
鋸
唖
拒
華
》
一
価
価
輌
一

知
か
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る

い
ま
と
こ
ろ
車
力
を
鯵
点
と

し
て
三
往
復
と
な
っ
て
い
る

氏
の
声
が
責
を
結
び
、
津
鉄

へ
来
て
い
た
と
云
う
お
婆
さ

ル
「
年
寄
っ
て
長
歩
き
で
な

く
な
っ
て
か
ら
五
年
に
な
る

仏
て
、
妹
の
家
さ
だ
け
や
、
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１
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一
一

洲
あ
り
ハ
リ
ト
ー
シ
の
鹿
れ

州
岬
《
》
呼
岬
州
掛
断
罪
袖
一
電
《
》
峠
叫
峠
鍛
眼
岬
準
呼
予
想
せ
ら
れ
る
の
で
こ
の
大

ろ
群
も
例
年
よ
り
多
い
邪
が

“
毒
喝
一
睡
恥
呼
嘩
掘
識
埜
一
癖
噸
誹
鍾
恥
域
酔
》
峠
弛
錘
一
酎
唯
鍬
郡
帥
岼
罐
雑
鈍
城
柵

表
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
一
オ
も
寺
｜
け
な
か
っ
た
侭
ら
う
一
逆
い
感
が
致
し
ま
す
。

一
六
月
二
十
八
日
宵
の
典

一
け
た
た
ま
Ｌ
い
、
勵
耶
ポ
ン

プ
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
Ｌ

帥
経
の
と
が
っ
て
い
る
町
雌

を
驚
か
し
た
、
こ
れ
は
川
倉

開
拓
団
い
が
無
届
け
火
入
れ

を
し
て
、
あ
ま
し
た
も
の
で

い
ち
早
〃
．
駈
け
つ
け
た
講
防

一
団
の
活
蹄
に
よ
り
大
率
仁
至

祷
祢
尉
榊
辨
蓉
鍛
畔
鞄
峨
峨
一

心
か
ら
一
里
も
離
れ
て
い
る

唾
郵
部
癖
》
畔
蠅
癖
唯
騨
諦
一

｜
渥
城
…
唯
と

」
と
、
な
に
わ
と
も
あ
れ
・

螺
し
そ
う
な
乗
客
の
甑
、
顔

絡
点
か
ら
引
き
か
え
し
た
筆

笑
ん
だ
次
斗
で
す
。

酔
唾
癖
蝿
睡
銅
吃
獅
稚
恥
鋤
一
一
汁
》
抑
函
翻
倒
函
枠
娘
蕊
騨

唖
挿
耐
蝕
誰
抄
卒
弄
睡
皿
醗
．
及
馬
の
伝
染
性
裁
血
検
診
が

あ
り
そ
の
全
部
が
無
川
け
入

れ
と
な
っ
て
い
る
Ｏ

開
拓
地
の
火
入
れ
に
つ
い

て
は
そ
の
届
出
で
と
適
正
な

処
祗
》
葱
と
る
こ
と
に
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
今
後

は
四
た
び
か
上
る
班
の
な
い

郭
岬
癖
群
靴
症
率
剛
癖
罹
》
｜
蔀
は
剖
椛
稲
岬
酔
獅
罪
函
細
一
砲
源
個
酔
“
跡
呼
叫
画
．
“

識
錘
恥
罪
池
耐
搾
婦
誹
呼
出
一
嶢
潭
心
唾
計
“
秘
匿
包
峠
獅
一
沁
椛
恥
躍
撒
布
し
て
施
卵
を

恥
や
岬
帖
』
》
恥
梱
恥
制
坐
州
岬
岬
毎
稚
鋤
睦
鞆
岬
》
味
一
》
罰
》
十
諺
唯
押
即
峰
崎
砕

１
１

｜
』
》
《
し
た
な
ら
獄
の
棯
査
ま
で
恐
丈
も
ぎ
班
〃
水
に
一
迦
淵

鴻
輝
震
轆
溌
縢
藤
臓
凝

一
戦
糾

の
２
；
が
き
か
れ
な
い
主
り
ん
ご
の
大
敵

↓
口
、
六
月
下
句
よ
り
捕
繧
一
一
以
上
〈
Ｊ
月
は
水
織
地
・
王
な

釧
識
識
鯵
羅
灘
離
輔
聴
許
蝿
譲
よ
う
鍾
素
一
＃
剛
遮
に
畷
一
識
岬
蕊
繩
徹

淀
猫
め
七
月
小
姉
域
ょ
急
。
変
る
蒲
群
向
｛
を
個
城
政
ｌ
壱
Ｌ

原
蝋
に
唖
え
わ
た
る
槌
必
ゞ
澁
幸
嘘
や
て
袋
の
掛
け
藩
Ｉ
も
相
一
初
哩
の
瓜
が
吹
寺
辻
．
る
と
没
を
す
る
侭
》

よ
う
当
岫
か
ら
も
鋤
小
川
を
す
一
っ
て
頂
き
ま
す
Ｏ

ろ
。
植
え
ま
し
た
か
，

丘
輌
一
癖
銅
圭
管
騨
趣
識
坪
致
噸
葬
醗
酔
”
髄
蓉
姪
蝿
獅

事
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
璽
一
↓
・
《
ｌ
‐
喝
‘
』
・
』
↓
．
、
Ｌ
ｒ
』
、
‐
、
・
ゞ
．
．
’

叉
も
火
入
れ

か
ら
騒
ぎ

届
川
と
処
世
を
硴
燐
に

｜
卿
い

~ド4
ざ．

て
は
飼
錠
者
が
関
心
が
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が

豚
の
予
防
注
射
に
し
て
も
、

両
郡
に
豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し

た
の
に
驚
い
て
注
射
礎
施
後

に
お
い
て
巾
込
み
注
射
を
依

輯
し
た
よ
う
に
、
脇
の
流
行

性
脳
炎
予
防
注
射
に
お
い
て

も
馬
籍
に
あ
る
も
の
七
○
皿

に
対
し
従
施
し
た
も
い
が
五

従
施
ぜ
ら
れ
主
す
が
、
必
ず

出
場
Ｌ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
通

知
や
受
け
た
者
は
出
場
し
て

下
き
い
Ｃ

牛
、
馬
飼
養
者
で
籍
の
何

い
も
の
は
本
月
中
に
籍
を
作

家
蒜
を

守
る
方
法

家
帝
の
予
防
注
射
に
対
し

次
に
こ
の
み
リ
ト
ー
ジ
の

今
後
の
予
想
生
活
及
び
防
除

方
法
を
簡
単
に
述
べ
て
参
考

｜
に
唾

一
確
畦

一

り
ん
ご
投
嬬
者
は
川
来
る

丸
穀
く
無
袋
発
端
を
髄
施
ｌ

生
産
独
の
軽
減
に
務
め
、
是

野
県
の
り
ん
ご
に
戯
け
ぬ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
◎

県
で
は
こ
の
ハ
リ
ト
ー
ッ

を
技
城
す
る
働
特
に
撰
減
犯

動
遡
側
を
六
月
二
十
口
か
ら

設
け
史
に
被
桝
果
処
刑
弧
制

催
さ
れ
て
居
る
果
蹴
を
見
た

州
り
ま
す
◎
ハ
リ
ト
ー
ジ
に

期
伽
を
七
月
十
ｎ
か
ら
七
月 ’

七
月
二
十
日
迄
の
一
ヶ
月
Ⅲ

に
評
が
行
か
ぬ
様
‐
』
良
く
注

窓
致
Ｌ
ま
Ｌ
よ
う
ｃ

ら
．
す
ぐ
処
耶
・
し
外
の
り
ん
ご

二
十
日
迄
の
十
日
間
股
け
て

発
生
す
る
。

ｚ
、
今
年
は
五
月
二

噸
棚
に
な
り
六
月
二

上
旬
賊
か
ら
果
旋
よ
り
ア
メ

が
山
初
め
る
。
当
地
は
七
月

中
旬
域
。

３
、
親
虫
は
七
月
下
旬
に
出

て
卵
を
産
み
初
め
九
月
上
旬

に
呼
び
親
虫
と
な
る
Ｃ

防
除
方
法
（
駆
除
）

１
、
六
月
十
日
噸
迄
に
中
耕

卵
を
産
み
初
め
て
か
ら
七
月

に
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
○

Ｊ

を
行
な
い
姉
を
殺
す
率
○

２
、
摘
果
た
早
め
袋
掛
け
を

念
ぐ
率
。 ハ

少
ト
ー
ジ
は
年
二
Ｍ

二
十
日
十
五
日唖j二月〆月

隙様期イ
よの′戸、ロメ

リ藥七、；
二剤月才
尺を上二
位畦旬上'1
迄畔、‐′孵
の及に化
水び前の

稲唯記岐
に畔伺磯

排
’

’
一

共
に
隆
作
物
を
喰
い
紫
す
群
一
令

虫
及
び
懇
い
摘
凱
も
川
初
め
分
す
“
ゆ

て
参
一
り
室
し
た
。
長
家
の
椿
二
、

さ
ん
薬
剤
の
撒
布
に
そ
し
て
○
○
匁

｜
イ
、
年
一
回
の
発
生
郷
化

は
六
月
中
、
下
旬
・

口
、
老
熟
し
た
幼
虫
は
乳

一
ゞ
熟
期
よ
り
稲
秘
を
喰
群
す
る

一
一
骨
成
虫
礼
職
秘
を
喰
鮮

手
入
れ
に
概
日
多
忙
な
日
を
一
肪
月
叩
、
下
旬
２
－
Ｍ
布
掘

進
っ
て
塒
も
郡
と
職
い
ま
す
一
歩
ろ

‐

防
除
に
付
き
金
木
地
区
智
及

ｕ
眺
在
肝
よ
り
提
供
せ
ら
一
れ

１
ヂ
ｄ
０
Ｊ
ｊ
〃
■
Ｊ
ｑ
Ｊ
Ｊ
二
。
『
。
■
ｊ
町
寸
・
‘
■
ｌ

る
農
作
物
を
荒
す
捕
褥
虫
を

艀
登
さ
ん
の
生
活
の
綱
で
あ
一
上
旬
、
才
二
Ｍ
は
七
月
中
旬
、

徹
底
的
に
駆
除
し
て
生
産
の

確
保
に
務
め
て
下
き
い
ｒ

六
、
七
月
の
摘
桝
虫
防
除

１
、
ひ
め
く
さ
き
り
（
は
た

た
左
記
の
事
を
お
含
み
の
上

一

一′~1鮎

一
Ｆ
ヂ
〃 き

）
（
姫
草
切
〉

起
っ
て
鵬
も
邪
と
思
い
ま
す

と
の
摘
僻
虫
の
生
活
及
び

ユーL－す,Lウユル催客11
骨
成
虫
礼
稲
秘
を
咳
群

し
畔
に
は
茎
岼
を
も
吹
桝
す

る

》
岬
岬
畢
》
蹄

し
時
に
は
茎
岼
を
も
吹
番
す
○
％
一
、
○
。
○
倍
液
盈
撒

布
す
る

る

二
、
日
中
縦
に
勝
み
夜
間
４
、
小
粒
微
核
病

一
に
齢
い
師
岬
釧
聴
刎
鋤
燕
確

出
て
喰
群
す
る

防
除
法

一
》
》
霊
帳
拙
諦
河
畔
獅
郵
跡
》
》
梱
》
一
部
製
一

鯛
脚
…
締
Ⅷ

イ
、
六
月
中
、
下
旬
に
は

Ｂ
Ｈ
Ｃ
粉
剤
又
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
粉

剤
を
反
当
三
’
四
Ｋ
（
八
○

○
匁
Ｉ
一
貫
）
を
畦
畔
に
栂
一
漆
照
色
の
病
斑
が
出
る
、
後

。
、
オ
ニ
帆
嚇
化
鰯
鰯
磯
噸
噸
郷
雛
灘

布
す
る

期
（
七
月
上
旬
）
に
前
記
同
腐
敗
せ
し
め
る

様
の
藥
剤
を
畦
畔
及
び
眺
畔

隙
よ
り
二
尺
位
迄
の
水
稲
に

一

二月喰
○二下舘:
､ﾉﾉ噂、旬し

内初､．'次ゴ
外め．に』

塒は韮l
る一に。

が本入＃
後のる1

分茎ヘス
散にセミ

とン八§

L反月ふて
て当上、1

ペ三句七l

ン○の月t
卜○二二副
ナ匁i｢11+
イヘに日

}、謂・と前
､-ﾉ鐙し後

〃

幻
一
笠
臆
割
訓
瑚
渕
矧
幽

一
’

’

３
、
ふ
た
お
び
《
』
や
が
（
い

ね
と
あ
を
む
し
）

イ
、
年
三
川
の
発
生
、
汁

一
Ｍ
冊
の
幼
虫
発
生
は
六
Ⅱ

’

矛
三
Ｍ
は
八
〃
下
旬
乃
萢
九

Ⅱ
上
旬
ロ
、
幼
虫
は
紫
を
吹
桝
Ｌ

老
熟
す
れ
ば
紫
を
三
角
形
に

折
り
曲
げ
そ
の
中
Ｋ
郷
化
す

る
’

防
除
法

イ
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
粉
剤
を
術
代

で
は
坪
当
二
、
六
匁
本
田
で

は
八
○
○
匁
を
撒
布
す
る

口
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳
剤
で
は
二

産
ご
Ｌ
Ｌ
む

袖
樅
蕊
は
幅
ら
ず
処
す
る
時
期
で
す
か
ら
ｎ
分
の

膿
作
物
花
良
く
凡
て
蛎
符
虫

ｆｌＤ
い
Ｔ
粉
剤
反
淵
八
と
似
っ
た
な
ら
噸
す
ぐ
改
瓜

の
釧
合
で
六
Ⅱ
下
旬

ｄ
ｌ
③
ｐ
Ｆ
ｂ
■
■
』
甲
》

邸
を
匠
潮
諺
Ｌ
主
Ｌ
ョ
○
○
○
円
か
ら
二
一
○
、
Ｑ
Ｃ

そ
の
他
の
畑
作
物
も

○
円
程
度
か
上
思
伽
薩
す
か

冬
の
病
害
虫
が
発
生
ら
お
知
ら
せ
致
し
富
す
Ｃ

（
い
－

排
及
仇
竿
に
御
折
沸
を
駒
い

一
ｑ

大
郡
ｋ
到
ら
ぬ
前
に
防
ぎ
喪

し
よ
う
ｏ

本
月
末
に
な
り
ま
す
一

一

れ
る
、
五
○
万
戸
に
焚
金
を

庇
し
て
食
轍
の
禰
産
を
は
か

る
と
共
↑
Ｌ
単
作
地
僻
で
あ
る

当
地
力
の
榊
收
溌
閃
ろ
た
め

に
、
家
荷
を
仙
養
さ
せ
る
と

と
に
な
り
主
り
に
。
そ
の
升

一
Ｍ
ｎ
と
し
て
、
当
町
に
は

牛
一
五
頭
、
賜
門
○
頭
、
繊

一

岬
甦
》
０
旧
安

ま
ず
く
こ
の
家
帝
は
本
月
末

よ
り
噸
次
町
に
入
る
と
と
に

な
り
主
す
◎

本
年
選
に
洩
れ
た
人
塗
ば

来
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
か

ら
胸
己
負
担
金
を
準
備
し
て

下
さ
も
牛
馬
で
は
二
五
、

』

家
で
あ
つ
て
大
家
帝
（

｜

鵬
）
小
家
帝
〔
豚
、
緬

山
羊
）
と
何
錠
し
て
‐
い

人
推
ぬ
た
坊
に
政
府
で
一

ケ
年
川
に
粂
川
、
無
帯

三
両
三
十
面
万
戸
中
、

溌
伽
錐
し
御
ろ
と
兄
ら

、
五
○
万
戸
に
錠
金
を

の
汁
に
は
、
緬
（
総

が
剖
閲
で

Ｌ
鋤
を
愛
Ｌ
て
金
木
締
１

る
、
金
を
僻
鉦

〆
一一－－－
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